
造血幹細胞移植を受けられる患者様へ 

～歯科受診をしましょう～ 

大阪公立大学医学部附属病院 ５F歯科口腔外科 

外来に降りてこれる状態になったら引き続き当科で口腔ケアを行います。 

移植後 3～6ヶ月間は当科で口腔内にトラブルが起きないか 

経過を見る必要があります 

 

当院では、造血幹細胞移植を受けられる方に 

起こりやすいお口のトラブル（粘膜炎、口腔細菌感染症、口腔出血、乾燥など） 

を防ぐために、移植前から歯科受診していただいております。 

 

～移植と口腔ケアの流れ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～入院中のセルフケアQ＆A～ 

 

◇粘膜炎や口内炎になった時はどうしたらいいですか？ 

 

歯磨き粉は研磨剤無配合のものを使用し、 

粘膜に当たりにくくするために、歯ブラシは軟毛でコンパクトなものを使用しましょう。 

  

◇口の中の乾燥が気になります。 

 

適宜、口腔用の保湿ジェルや含嗽材を使用し、口の中や唇を潤すようにしましょう。 

 

何かわからないこと、聞きたいことがある方は 

歯科スタッフへお声かけしてください。 

無菌室にいてる間は体の状態が安定するまでは往診でお伺いします。 

粘膜炎や口腔内感染などおこしていないか確認し、 

清掃のやり方などアドバイスさせていただきます。 

お口の検査を行ない歯肉や粘膜の状態を確認します。 

移植までに必要に応じて歯科治療や口腔ケアも行います。 
移植前 

生着前 

移植後 


